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Ｑ　

医
院
経
営
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
の
で
将
来
の
相
続

税
対
策
を
考
え
た
い
が
、
相

続
税
は
い
く
ら
以
上
の
財
産

に
課
税
さ
れ
る
の
か
。
相
続

人
は
妻
と
子
が
２
人
。

Ａ　

「
遺
産
に
か
か
る
基
礎

控
除
額
」
と
い
う
「
足
き

り
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
５
千

万
円
プ
ラ
ス
法
定
相
続
人
一

人
に
つ
き
１
千
万
円
で
あ

る
。
ご
質
問
で
は
法
定
相
続

人
が
３
人
な
の
で
、
合
計
８

千
万
円
と
な
る
。
つ
ま
り
正

味
財
産
が
８
千
万
以
下
な

ら
、
税
務
署
に
相
続
税
の
申

告
を
す
る
必
要
も
、
相
続
税

を
納
税
す
る
必
要
も
な
い
。

Ｑ　

正
味
財
産
は
ど
の
よ
う

に
計
算
す
る
の
か
。

Ａ　

現
金
預
金
や
不
動
産
な

ど
の
合
計
か
ら
借
金
や
未
払

相
続
人
か
ら
死
亡
前
３
年
以

内
に
受
け
た
贈
与
財
産
を
も

加
算
す
る
（
贈
与
時
に
納
付

し
た
贈
与
税
は
税
額
計
算
上

産
に
応
じ
て
税
金
を
割
り
振

る
。
つ
ま
り
正
味
財
産
合
計

か
ら
遺
産
に
か
か
る
基
礎
控

除
額
８
千
万
円
を
差
し
引

差
し
引
く
）。

Ｑ　

各
人
が
納
付
す
る
税
金

は
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
計

算
す
る
の
か
。

Ａ　

ま
ず
相
続
人
全
員
が
納

付
す
る
税
額
の
合
計
額
を
計

算
し
、
各
人
が
取
得
し
た
財

城　

英
敏
（
協
会
顧
問
税
理
士
）

Ｑ
＆
Ａ

税

相
続
税
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

諸
控
除
を
有
効
活
用
す
る

金
な
ど
の
負
債
を
差
し

引
い
て
、
さ
ら
に
葬
式

費
用
を
控
除
し
た
残
り

の
金
額
が
課
税
対
象
額

で
あ
る
。
死
亡
退
職
金

や
死
亡
保
険
金
も
原
則

と
し
て
加
算
さ
れ
、
被

以
内
に
被
相
続
人
の
死
亡
時

の
住
所
地
を
所
轄
す
る
税
務

署
に
提
出
、
納
付
す
る
。

Ｑ　

相
続
税
を
一
度
に
納
付

で
き
な
い
と
き
は
分
割
納
付

な
ど
も
認
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

各
人
の
納
付
す
べ
き
税

額
が
10
万
円
を
超
え
一
度
に

納
付
が
困
難
な
ら
ば
担
保
を

提
供
し
て
５
年
以
内
の
延
納

が
認
め
ら
れ
る
（
た
だ
し
利

子
税
が
必
要
）。
不
動
産
の

占
め
る
割
合
が
75
％
以
上
の

場
合
は
20
年
間
の
延
納
も
認

め
ら
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
不
動
産
な
ど
を
現
金
の
代

わ
り
に
納
付
す
る
物
納
と
い

う
制
度
も
あ
る
。

Ｑ　

配
偶
者
に
は
納
税
の
特

例
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
ど

う
い
う
計
算
を
す
る
の
か
。

Ａ　

配
偶
者
は
財
産
形
成
に

に
提
出
し
納
付
す
る
の
か
。

Ａ　

相
続
税
の
申
告
と
納
税

は
相
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
10
カ
月

く
。
そ
の
残
り
の
額
を
民
法

の
法
定
相
続
分
に
応
じ
て
分

け
た
と
考
え
、
各
人
の
金
額

に
応
じ
て
税
額
計
算
す
る
。

そ
し
て
各
人
の
実
際
の
正
味

取
得
財
産
の
比
率
で
税
額
を

割
り
振
る
。

多
大
の
貢
献
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
配
偶
者
の
法
定

相
続
分
相
当
額
か
１
億
６
千

万
円
の
多
い
方
の
金
額
ま
で

税
金
が
免
除
と
な
る
。

Ｑ　

税
金
の
申
告
と
納
税
は

い
つ
ま
で
に
、
ど
の
税
務
署

助
成
の
拡
充
や

受
診
促
す
健
診
を北

河
内
地
区

　

協
会
の
北
河
内
地
区
は
総

会
を
３
月
29
日
、
大
阪
市
内

（
淀
屋
橋
）
で
開
い
た
。
総

会
で
は
07
年
活
動
の
ま
と
め

と
決
算
、
08
年
活
動
方
針
と

予
算
を
確
認
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め
は
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る

意
見
書
」
が
交
野
市
・
四
条

畷
市
で
採
択
さ
れ
、
枚
方
市

で
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
実
施
を
一
旦
凍
結
し
制

度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
な

ど
、
自
治
体
へ
の
継
続
し
た

働
き
掛
け
が
実
を
結
ん
だ
こ

と
や
、
地
域
住
民
へ
歯
科
医

院
へ
受
診
を
促
す
健
診
活
動

は
２
０
０
人
余
り
が
受
診
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

活
動
方
針
は
、
①
社
保
・

経
営
な
ど
の
講
習
会
の
開
催

②
国
保
料
減
免
や
乳
幼
児
医

療
費
助
成
な
ど
の
充
実
を
求

め
る
自
治
体
要
請
③
歯
科
医

院
へ
の
受
診
を
促
す
健
診
・

健
康
教
室
の
開
催
④
社
保
協

な
ど
と
共
同
し
て
の
地
域
医

療
改
善
の
取
り
組
み―

―

な

ど
が
確
認
さ
れ
た
。

請
書
」の
会
員
比
５
割
突
破
、

大
阪
市
長
選
挙
へ
の
取
り
組

み
な
ど
、
07
年
の
活
動
を
総

括
す
る
と
と
も
に
、
医
療
制

度
改
善
運
動
に
取
り
組
む
な

ど
の
08
年
の
活
動
方
針
、
決

算
と
予
算
を
確
認
し
た
。
冨

本
昌
之
氏
（
新
）
を
地
区
責

任
者
に
選
出
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
今
後
、
他

団
体
と
協
力
し
た
医
療
行
政

改
善
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

む
。

の
い
る
世
帯
に
対
す
る
資
格

証
明
書
発
行
の
中
止
を
求
め

て
要
請
を
行
っ
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

　

山
上
紘
志
副
理
事
長
か

ら
、
泉
州
地
域
の
役
員
と
連

の
報
告
な
ら
び
に
今
年
度
予

算
案
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ

た
。

　

吹
田
市
で
は
全
国
ト
ッ
プ

で
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
な
ど
活

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
は
総

会
を
５
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ

ル
で
開
い
た
。
地
区
責
任
者

の
平
川
光
彦
氏
が
地
区
活
動

住
民
の
健
康
守
る

積
極
的
な
健
診
を北

大
阪
地
区

「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
や
患

者
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
要

　

協
会
の
港
・
大
正
地
区
は

総
会
を
３
月
29
日
、
弁
天
町

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

き
、「
訪
問
診
療
へ
の
取
り

組
み
方
」
の
講
習
会
開
催
や

　

協
会
の
堺
・
高
石
・
和
泉

地
区
は
、
地
区
総
会
を
３
月

29
日
、
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
で

開
い
た
。

　

兵
頭
正
道
氏
は
活
動
の
ま

と
め
で
、
各
自
治
体
に
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

３
自
治
体
で
意
見
書

更
な
る
要
請
活
動
を

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

て
働
き
掛
け
た
結
果
、
泉
州

地
域
の
３
自
治
体
で
意
見
書

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
同
じ

く
自
治
体
・
議
会
に
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
適
用
年

齢
の
引
き
上
げ
や
、
乳
幼
児

社
保
協
が
１
１
０
番

怒
り
の
声
相
次
ぐ

医科協会などと　
共同の取り組みを

港・大正地区

後期高齢者
医 療 制 度

で
き
な
い
」
な

ど
、
憤
り
の
声

が
相
次
い
だ
。

　

46
歳
の
男
性

は
、「
77
歳
の

父
親
は
痛
風
や
高
血
圧
で
通

院
し
て
い
る
。
一
体
ど
う
な

　

本
紙
４
月
５
日
付
け
１
面

の
左
表
「
新
た
に
施
設
基
準

届
け
が
必
要
な
項
目
」
の
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
は

基
本
診
療
料
で
は
な
く
特
掲

診
療
料
の
間
違
い
で
し
た
。

ま
た
同
紙
８
面
の
届
出
要
件

を
満
た
す
協
会
主
催
の
研
修

会
一
覧
の
07
年
７
月
９
日
は

７
日
、
同
１
月
18
日
は
21
日

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

電
話
相
談
の
様
子
（
上
）
と

署
名
に
協
力
す
る
人
（
下
）

　

協
会
が
加
盟
す
る
大
阪
社

会
保
障
推
進
協
議
会
は
９

日
、
４
月
か
ら
実
施
の
75
歳

以
上
を
対
象
に
し
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
疑
問
に
答

え
よ
う
と
、
電
話
相
談
「
後

期
高
齢
者
医
療
な
ん
で
も
１

１
０
番
」
を
実
施
し
た
。
Ｔ

Ｖ
や
新
聞
社
な
ど
マ
ス
コ
ミ

各
社
が
取
材
に
訪
れ
、「
納
得

携
し
た
歯
科
医
療
の
改
善
へ

の
取
り
組
み
や
、
幅
広
い
テ

ー
マ
で
の
講
習
会
の
実
施
、

住
民
健
診
な
ど
の
実
施
が
提

案
さ
れ
、
確
認
さ
れ
た
。

動
ま
と
め
を
報
告
し
た
。

　

次
期
の
活
動
方
針
と
し

て
、
健
診
活
動
や
歯
の
健
康

教
室
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
住
民
の
健
康
を
守
る
活

動
に
貢
献
す
る
こ
と
、
な
ど

を
確
認
し
た
。

各
地
区
が
総
会
開
く

る
の
か
」
と
質
問
。
坂
口
道

倫
氏
（
医
科
協
会
副
理
事

長
）
は
、
父
親
の
保
険
料
が

年
間
12
万
円
以
上
に
な
る
こ

と
を
説
明
し
な
が
ら
「
治
療

が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
」
な
ど
と
答
え
た
。

　

歯
科
・
医
科
協
会
、
民
医

連
、
年
金
者
組
合
な
ど
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
中
止

・
撤
回
を
求
め
10
日
、
な
ん

ば
高
島
屋
前
で
街
宣
し
60
人

が
参
加
し
た
。協
会
か
ら
は
、

宮
本
辰
雄
監
事
の
ほ
か
、
事

務
局
ら
８
人
が
制
度
の
中
止

撤
回
を
訴
え
た
。

　

同
制
度
は
「
保
険
証
が
届

か
な
い
」「
６
万
人
が
無
保

険
者
に
」
な
ど
、
問
題
が
多

発
し
て
い
る
。

　

雨
の
降
る
中
、
保
険
料
年

金
天
引
き
や
、
年
齢
に
よ
る

差
別
医
療
は
許
せ
な
い
と
、

多
く
の
人
が
ビ
ラ
を
受
け
取

り
、
足
を
止
め
て
署
名
に
協

力
し
た
。
１
時
間
程
の
宣
伝

で
、
署
名
60
筆
が
集
ま
っ

た
。
当
日
は
、
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
朝
日
放
送
）
の
取

材
が
あ
っ
た
。

制
度
の
中
止
・

撤
回
求
め
街
宣

歯
科
・
医
科
協
会

　

協
会
の
北
河
内
地
区
、
港
・
大
正
地
区
、
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
北
大
阪
地
区
の
４
地
区

は
、
新
点
数
説
明
会
と
あ
わ
せ
て
総
会
を
開
い
た
。


